プログラム名　　　　　　　　　　　カンサイタンポポ　　　セイヨウタンポポ
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７、タンポポ調査　　　　　　　　　　　　　　　　
学習指導要領との関連　　　　　　　　：在来種　　　　　　　：外来種
	中学校
理科
	１年
	（１）植物の生活と種類
　　ア　生物の観察

　　（ア）　生物の観察

	
	３年
	（７）自然と人間
　　ア　生物と環境

　　（イ）　自然環境の調査と環境保全


中学校教科書関連単元　＊参考：大日本図書
	中学校
理科
	１年
	身近な生物の観察

	
	３年
	単元６　地球の明るい未来のために
　　身近な自然環境を調査しよう


指導計画一例　＊参考：大日本図書
中学校１年理科　身近な生物の観察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配当時間：５時間　本時：３時/５時間

	配当時間
	主な学習活動
	評価規準

	１
	・校庭や学校周辺の生物の観察を行い、いろいろな生物がさまざまな場所で生活していることを見いだす。

・生物の観察を行い、ルーペや双眼実体顕微鏡の操作、観察記録のしかた等の技能を身につける。
	【関・意・態】

・植物は種類によって生えている場所にちがいがあることに関心をもち、その原因を進んで探究しようとするとともに、植物の生育を環境要因とのかかわりでみようとする。
【思・表】

・いろいろな植物を観察し、植物の種類や生育の状況と環境要因とを関連づけてとらえることができる。

【技】

・植物の生育環境を区分してデータを集める方法を身につけている。

【知・理】

・植物の生活は環境と深くかかわっているということを理解し、その知識を身につけている。

	２
本時
	・地域の植物の観察を行い、植物の種類や生育状況を環境条件と関連づけてとらえる。

（本プログラムの活用）
	

	２
	・水中の微小な生物の観察を行い、顕微鏡の操作、観察記録のしかた等の技能を身につける。
	


プログラムのねらい
〇身近なタンポポの観察を通して、環境への関心を高める。
〇自分たちの地域のタンポポとほかの地域のタンポポの種類を比較することによりタンポポの分布がどうなっているかを知り、地域の都市化の状況についての理解を深める。
プログラムの内容
学校周辺や登下校時、家の周りなどに生えているタンポポを観察して種類をまとめる。在来種、外来種の個体数を調べることにより自分たちの住んでいる地域の都市化の状況について考えることができる。インターネットや資料等でほかの地域も調べて比較してみる。
おすすめポイント
タンポポは観察しやすく、大日本図書の１年生の教科書ではルーペや実体顕微鏡の使い方の教材として取り上げられている。スケッチのしかたを習得させるときや植物のからだのつくりとはたらきを学習するときの教材として活用することも有効である。春の観察に適した時期に活用してみる。また、３年生の単元６の環境調査の教材としても最適である。ここでは、タンポポの種類をまとめることにより地域の環境の違いを考察することができる。
関係機関の活用
〇インタ－ネット活用
学習指導案
タンポポ調査　中学校１年　「生物の観察」
プログラムの位置づけと活用方法

単元の中での活用
中学校１年理科　（１）植物の生活と種類　ア 生物の観察　→（ア）生物の観察で活用
学習指導要領のねらい
校庭や学校周辺の生物の観察を行い,いろいろな生物が様々な場所で生活していることを見いだすとともに,観察器具の操作,観察記録の仕方などの技能を身に付け,生物の調べ方の基礎を習得すること。

使用教材
１）観察カード
２）虫メガネまたはルーペ
３）定規（観察用）
４）ポリエチレンの袋（採集用）
５）P・２５資料「タンポポの見分け方」
６）図鑑

「小学館の図鑑NEO　植物」　小学館　刊
　　　　　　「大自然のふしぎ　植物の生態図鑑」　学研教育出版　刊
７）インターネット接続のできるパソコン参考書籍
８）白地図（調査地域）
授業の展開
中学校１年　理科　「生物の観察」
本時１時間扱い
注：（学習指導計画：学校周辺の観察をした後、または、登下校時や自宅周辺で事前に植物観察・採集した後に実施）
	時
間
	主な学習活動
	学習支援（●）と評価（○）
	備考（使用教材等）

	１
時
間
	・観察カードをもとに花の特徴（特にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうほうがいへん),総苞外片)）を捉えタンポポの種類を図鑑や資料をもとに判別する。
（細かい判別が困難な場合は、在来種か外来種に分ける程度にとどめる。）
・調べた地域の白地図にタンポポ地図を記入していく。
・グループで記入したタンポポ地図をもとに分布（都市化の指標）の状況について資料やインターネット等を活用してまとめる。

・他の地域と比較してみる。

・まとめたことを発表する。
（・高知県全体のタンポポの状況について説明を聞く。＊植物園講師等を活用する場合）
	●事前に観察カード記入の際、総苞外片の特徴をしっかり捉えるように注意する。スケッチをする時は点と線で表現し、影をつけないことを理解させる。
●見分け方（総苞外片）がわからない生徒には必要な助言を与える。
●白地図にタンポポの名前と在来種、外来種の区別を記入するようにさせる。
●タンポポが都市化の指標になることを説明し、調べた結果から調査地域の状況についてまとめるように促す。
〇タンポポの観察をして、種類や生育の状況と環境要因とを関連づけてとらえている。【思・表】

●グループの意見を参考に、関連付けるための視点について助言を与える。

	・観察カード
・虫メガネまたはルーペ
・定規

ポリエチレンの袋

・P・２５の資料
・図鑑

・インターネット接続のできるパソコン

・調査地域の白地図


プログラム活用の工夫
中学校１年　理科で学習する生物の観察での活用を想定しているが、中学校３年　理科の自然環境の調査と環境保全の学習における活用も可能である。また、地域を限定することがないので、どの学校でも観察可能である。白地図にタンポポが生えていたところを線で結ぶと、人が移動するところに生えていることが分かりタンポポの特性について、より理解が深まり環境学習にもつなげることができる。また、他の外来種（セイタカアワダチソウ、オオキンケイギクなど）を調べて日本の在来種の生態系にどんな影響を与えているか考えさせることも有効である。
植物園講師（要相談）を活用すればより理解が深まる。
資料

タンポポの見分け方

外来種
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１．セイヨウタンポポ：花
　　特徴：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そうほうがいへん),総苞外片)がほとんど下向きに反り返る。

花びらは黄色

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ないへん),内片)

在来種
２．シロバナタンポポ：花　　　　　　　＊花の中心部は花粉やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やく),葯)で黄色になる。
　　特徴：総苞外片が横向きに開く。
花びらは白色

内片　　　　　　　　　

　　　　　　
３．カンサイタンポポ：花
　  特徴：総苞外片が内片にくっついて上を向いている。　

花びらは黄色

内片


＊注：高知県に生育する種とその比率等、詳しくは「たんぽぽ調査　西日本2010　調査報
告書」で検索












